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奥
秩
父
の
登
山
道
は
、
近
年
め

一

っ
き
り
荒
廃
が
激
し
く
目
立

っ
て

¨

参
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
¨

登
る
人
が
少
な
く
な

っ
た
か
ら

一

だ
ろ
う
と
い
う
人
も
居
り
ま
す
が

¨

私
は
登
山
者
の
少
な
い
こ
と
と
は

¨

関
係
は
な
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
¨

私
が
奥
秩
父
に
最
初
に
入

っ
た

一

の
は
、
昭
和
四
、
五
年
の
こ
ろ
か

一

ら
で
す
。
当
時
は
奥
秩
父
に
入
る

一

登
山
者
の
数
は
年
間
で
も
数
え
る

¨

ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
¨

登
山
路
の
脇
に
リ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を

一

置
い
て
尾
根
な
ど
歩

っ
て
来
て
も

¨

紛
失
す
る
心
配
な
ど
あ
り
ま
せ
ん

¨

で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

そ
ん
な
時
代
で
も
、
登
山
道
が

一

荒
れ
て
い
て
通
行
出
来
な
か
っ
た

一

経
験
は

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
指

¨

導
標
な
ど
完
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん

一

で
し
た
。
そ
れ
で
も
主
要
道
が
完

一

全
で
し
た
か
ら
迷
う
心
配
も
な
か

一

っ
た
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
¨

近
年
は
、
終
戦
後
の
三
十
年
代

¨

か
ら
見
れ
ば
登
山
者
の
数
も
大
分

一

少
な
く
な
つ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

一

も
戦
前
か
ら
見
れ
ば
大
変
の
増
加

一

で
す
。
そ
れ
な
の
に
年
毎
に
登
山

¨
道
は
荒
れ
て
廃
道
化
し
て
し
ま
い

ま
す
。

そ
の
理
由
は
は

っ
き
り
し
て
い

ま
す
。
登
山
道
の
補
修
を
怠

っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
昔
は
補
修
を
よ

く
行

っ
て
い
た
の
に
、
現
在
は
行

っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
営
林
署

に
し
て
も
、
市
町
村
に
し
て
も
、

身
近
か
な
こ
と
に
出
費
が
多
く
、

山
ま
で
手
が
廻
わ
ら
な
い
の
で
す
＾

戦
前
は
、
山
道
の
補
修
は
、
地

元
の
営
林
署
が
よ
く
手
入
れ
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
登
山
者
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
細
い
処
ま
で
目
を

通
し
て
補
修
し
た
も
の
で
し
た
。

奥
秩
父
と
呼
ば
れ
る
国
有
林
内
の

山
小
屋
は
、
最
初
は
全
部
営
林
署

で
建
て
た
も
の
な
の
で
す
。
そ
れ

は
、
登
山
者
の
た
め
ば
か
り
で
は

な
く
、
国
有
林
を
管
理
す
る
職
員

や
、
山
林
労
務
者
の
た
め
て
も
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、　
一

般
の
登
山
者
に
も
自
由
に
使
わ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
市
町
村
や
観
光

協
会
な
ど
で
も
、
国
有
林
以
外
の

登
山
道
は
、
補
修
し
て
い
た
の
で

す
。
終
戦
後
は
、
そ
の
様
な
関
係

が
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

営
林
署
も
市
町
村
も
、
奥
秩
父
の

登
山
道
に
ま
で
手
が
廻
ら
な
い
と

い
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
荒
れ
方

の
激
し
い
の
は
、
稜
線
に
近
い
奥

の
山
よ
り
、
集
落
に
近
い
所
に
多

い
よ
う
で
す
。
浦
山
地
域
、
日
野

地
域
、
大
血
川
地
域
と
い
う
よ
う

に
案
外
楽
そ
う
に
見
え
る
地
域
が

荒
れ
方
が
ひ
ど
い
の
で
す
。
道
の

踏
跡
ら
し
い
も
の
は
あ

っ
て
も
、

熊
笹
で
す

っ
か
り
埋
め
ら
れ
て
い

て
、
歩
行
困
難
と
い
う
状
態
な
の

で
す
。
山
村
は
い
ま
過
疎
化
の
間

．題
で
悩
ん
で
い
ま
す
。
山
の
奥
に

人
間
が
住
ま
な
く
な
れ
ば
、
自
然

に
そ
の
附
近

一
帯
が
荒
れ
て
来
る

と
思
い
ま
す
。

営
林
署
に
も
、
市
町
村
に
も
、

山
道
を
補
修
す
る
経
費
が
な
い
と

な
る
と
、
今
後
の
奥
秩
父
の
登
山

道
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
地
図
の
上
に
記
載
さ

れ
て
い
る
登
山
道
が
、
荒
れ
て
歩

行
困
難
だ
か
ら
と
勝
手
に
廃
道
に

す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
小
さ

な
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
今
後
に

大
き
く
影
響
を
与
え
る
こ
と
だ
と

思

い
ま
す
。

行
事

予
定

・
積
雪
期
登
山
講
習
会
お
よ

び
指
導
員
検
定
会

・
昭
和
５８
年

２
月
Ｈ
２
１３
日

富
士
山
五
合
目
付
近

・
国
体
審
判
員
講
習
会

昭
和
５８
年

２
月
２６
１
２７
日

飯
能

・
覧
山
荘

・
雪
洞
講
習
会

昭
和
５８
年

３
月
５
１
６
日

谷
川
岳
西
黒
尾
根

ｏ
そ
の
他

昭
和
５７
年
度
第

一
種
指
導

員
検
定
会
実
施
に
つ
い
て

ｏ
申
込
締
切
　
５８
年
１
月
１７

日
ｏ
申
込
方
法
　
別
紙
申
込
書

に
記
入
の
上
受
検
料
金
五

千
円
を
添
え
て
申
込
み
の

ン
」
レ̈
」
。

ｏ
論
文
課
題

　

「
自
分
の
経

験
に
て
ら
し
て
、
冬
期
登

山
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
方
法

を
論
ぜ
よ
」
二
千
字
以
内

ｏ
提
出
期
日
　
２
月
２８
日

受
検
希
望
者
は
尾
熊
指
導
部

長
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。
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重
ね
て

ご
協
力
を
／

埼
玉
県
山
岳
連
盟

理
事
長
　
田

中

文

男

埼
玉
岳
連
を
お
あ
ず
か
り
し
て

何
年

か
に
な
り
ま
す
。

あ
れ
も
や
り
た
い
、
こ
れ
も
や

り
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
。
う

一

ま
く
い

っ
て
あ
た
り
ま
ぇ
。

し
か

一

し
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ

っ
て
、

は
じ
め
て
全
て
の
行
事
が
運
ん
で

い
く
の
で
す
。

来
年
度
は
、
いヽ
二
国

―
体
「
全
日

本
登
山
大
会
も
本
県
が
受
持
つ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
再
魔
申
し
上

げ
ま
す
が
、
う
ま
く
ぃ
っ
て
あ
た

り
ま
え
な
の
で
す
。

ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
し
ま

す
。私

共
の
会
か
ら
、
昨
年
末
「
三

名
の
死
者
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の

悲
し
み
を
、
今
年
は
く
り
返
さ
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

だ
れ
も
死
に
に
行
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
事
故
は
起
こ
り
ま
す
。

危
険
は
さ
け
て
下
さ
い
。

冒
険
は
必
要
で
す
。

心
に
残
る
冬
山
で
あ
る
よ
う
祈

念
し
ま
す
。

第
二
回
県
岩
登
り
競
技
会

ピ
オ
レ
山
岳
会

関

　

　

　

金

此
の
夏
、
最
高
温
度
日
で
、
汗

が
だ
ら
だ
ら
全
く
い
や
な
日
で
あ

スυ
。私

は
十
番
目
の

ス
タ
ー
ト
で
待

つ
間
非
常

に
緊
張
さ
せ
ら
れ
る
。

ス
タ
ー
ト
時

は
も
う
ド
キ
ド
キ
だ
。

一
見
易
し
そ
う
？
だ
が
取
付

い
て

み
る
と
案
外
む
ず

か
し
い
。
実
を

言
え
ば
こ
の
ル
ー
ト
は
初

め
て
で

は
な

い
。

ラ
イ

ン
は
ち

ょ
っ
と
違

う
が
既

に
ト
ラ
イ
し
た
こ
と
が
あ

る
の
だ
。
で
も
そ
の
時

は
例

の
ア

プ

ミ
氏
に
手
助

け
し
て
も
ら

っ
た

も

の
だ
。
私
の
心
強

い
味
方

で
あ

２り
。で

も
今
回
は
使

う
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
も
が
き
な
が
ら
登
る
。

途
中
ス
タ
ン
ス
が
欠
け
ぶ
ら
さ
が

¨

る
。
試
登
だ
か
ら
い
い
様
な
も
の
ヽ
¨

本
番
な
ら
失
格
だ
。　
　
　
　
　
　
一

腕
を
パ
ン
パ
ン
に
張
ら
し
な
ん

一

と
か
登
る
。
こ
れ
で
は
本
番
が
心

配
で
あ
る
。
自
分
の
実
力
の
程
が

う
か
が
え
る
と
い
う
も
の
だ
。

本
番
で
は
慣
れ
た
せ
い
か
試
登

の
時
よ
リ

ス
ム
ー
ズ
に
登
れ
た
。

４
位
に
入
賞
で
き
た
事
は
最
一品
の

正

出
来
だ
と
思
う
。
で
も
ち

ょ
っ
ぴ

り
残
念

で
あ
る
。
そ
れ
は
も
う
少

し
上
位

に
入
賞

で
き
る
と
期
待

し

て
い
た
こ
と
と
、

オ
ー

ル
フ
リ
ー

で
完
登

で
き
な
か

っ
た
こ
と
で
あ

スリ
。ハ

ト
ド
フ
リ
ー
の
影
響
を
受
け

夜
な
夜
な
体
育
館

に
通

っ
た
り
、

鴨
居

に
ぶ
ら
下
が

っ
て
懸
垂

し
た

り
と
い
う
様

に
、

ト

レ
ー

ニ
ン
グ

を
重

ね
た

つ
も
り
だ
が
、
ま
だ
ま

だ
足
り
な
か

っ
た
様
だ
。

こ
れ
を
機

に
も

っ
と
ト

レ
ー

ニ

ン
グ

に
打
ち
込
も
う
と
思
う
。
そ

ん
な
気

に
さ
せ
て
く
れ
る
だ
け
で

も
競
技
会

は
大
切
だ
と
思
う
。

も

っ
と
多
勢

の
幅
広

い
参
加
者

が
あ
れ
ば
素
晴

し
い
と
思
う
。

来
年

は
き

っ
と
上
位
入
賞

で
き

る
様
頑
張

ろ
う
。

二子山中央稜下部

＊
事

務
　
局

一

定
例
理
事
会

日
　
時
　
５７

・
６

・
４

（
金
）

ｐ

ｍ
７

・
００

場
　
所
　
上
尾
第

一
団
地
礫
会
所

出
席
者
　
田
中
理
事
長
、
大
野
事

務
局
長
、
尾
熊
、
井
古
田
、
武

井
、
田
山
、
平
沼
、
新
井
、
大

久
保
各
部
長
、
中
沢
、
北
田
、

中
田
（
浦
和
）
、
後
藤
（
川
越
）

大
野
（
飯
能
）
、
日
中
（
大
官
）

議
　
事

上
国
体
予
選
会
開
催
に
つ
い
て

２
．所
属
証
明
書
の
配
布

３
．
ア
●
不
マ
チ
こ
舜
性
に
つ
い
て

４
国
体
プ

ロ
ッ
ク
大
会
審
判
員
派

遣
に
つ
い
て

副
審
判
長

・
田
中
文
男
、
審
判

員

・
尾
熊
峰
雄
、
平
沼
仲

一
、

総
務
委
員

・
大
野
幾
雄

部
長
会
議

日
　
時
　
５７

・
７

・
２９

（
本
）

ｐ
ｍ
７

・
００

場
　
所
　
田
中
理
事
長
宅

出
席
者
　
田
中
、
大
野
、
尾
熊
、

平
沼
、
井
古
田
、
武
井
、
大
久

保
議
　
事

１
．岩
登
り
競
技
会
開
催

に

つ
い
て
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一加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
、
　
　
　
　
一き
る
条
件
、

２
．国
体
予
選
会
開
催
に
つ
い
て
　

¨
■
県
体
開
催
に
つ
い
て

３．県
体
開
催
に
つ
い
て
　
　
　
　
一
２
国
体

（島
根
県
）
選
手
決
定
に

　̈
一二
峰
神
社
駐
車
場
で
、
清
水
武

沈̈
黙
時
間
、

¨
　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
甲
会
長
の
励
ま
し
の
挨
拶
の
あ
と
、
一
の
記
号
の
ユ

定
例
理
事
会
　
　
　
　
　
　
一
３
．国
体
審
判
員
講
習
会

（
５８
・
２
■

全
員
雨
の
中
を
元
気
に
登
り
ま
し

¨
な
問
題
で
、

日
　
時
　
５７
・
８

・
１０

（火
）
　

一　

２６
１
２７
）
覧
山
荘
決
定
　
　
　
一
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
れ
る
こ
と
こ

ｐ
ｍ
７

・
∞
　
　
　
　
一
４
広
報
第
九
号
発
行
に
つ
い
て
　

一　
雲
取
小
屋
で
は
、
小
屋
の
主
人

一　
尚
、
今
″

場
　
所
　
上
尾
第

一
団
地
集
会
所

一
５
．講
演
会

（
２
月
１２
日
）
講
師
選

¨
に
温
か
い
も
て
な
し
を
受
け
、
懇

一
ら
れ
た
方
・

出
席
者
　
田
中
理
事
長
、
大
野
事

一　
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
親
会
も
も
り
あ
が
っ
て
、
た
く
さ

一

一
ん
の
人
と
友
達
に
な
れ
ま
し
た
。　
一
日
山
協
二
峯

務
局
長
、
新
井
、
平
沼
、
大
久

一

保
各
部
長
、
長
島

（鰺
往
）
、　
一
１
．国
体
関
東
プ
ロ
ッ
ク
大
会
　
　
一　
翌
日
は
雨
も
や
み
足
ど
り
も
軽

　̈
山
口
新
一

三
ツ
木
（蕨
）、
浅
井
（草
加
）、　

　̈

７
月
１６
日
１
１８
日
　
宇
都
宮
市

一
く
、
キ
ノ
コ
な
ど
を
取
り
な
が
ら

一　
吉
松
英
漱

一
三
峰
神
社
ま
で
戻
り
解
散
し
ま
し

¨

中
田
、
中
沢
、
北
田
（浦
和
）、　
¨
２
．岩
登
り
競
技
会

一
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨
地
区
指
導
ロ

小
川
（熊
谷
）、
森
松
（川
口
）
、　

　̈

８
月
２２
日
　
一
一子
山

議
　
一
｛剌
榊
」
、ひ
幡一越
ド
）
一３．峰
］
２８本喘
媛
同
競
難
降
父
・小
一　
一
一
銀
詢
を
取
ろ
う
／
　
　
　
一　
蒔脚野
一

上
国
体
選
手
派
遣
に
つ
い
て
　

　

一
４
．県
内

一
斉
清
掃

ハ
イ
キ
ン
グ

　

一　

５８
年
２
月
上
旬
に
、
積
雪
期
登

一

２
岩
登
り
競
技
会
に
つ
い
て
　

　

一
　

９
月
１９
日
　
奥
武
蔵

・
高
麗
山

一
山
講
習
会
並
び
に
指
導
員
の
検
定

一　
以
Ｌ
指
一

一
会
を
、
富
士
山
五
合
日
付
近
で
行

一
簿
に
追
加
一

３
県
体
開
催
に
つ
い
て
　
　
　
　
一　
村

コ
ー
ス

¨
い
ま
す
。
所
属
山
岳
会
の
代
表
者

一　
　
　
　
一

４
．清
掃
登
山
開
催
に
つ
い
て
　

　

一
５
．県
体
登
山
大
会

５
．
ミ
ニ
国
体

（
昭
和
５８
年
度
）
本

一
　

１０
月
２
１
３
日
　
荒
沢
谷
―
雲

一
の
推
薦
状
を
提
出
し
、
こ
の
講
習

一
―
～
―
―

一
会
を
受
け
た
方
な
ら
受
検
で
き
ま

一　
日
山
協
〔

県
開
催
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
一　

取
山

¨
す
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨
　

山
岳
厘

６
．国
体
審
判
員
講
習
会

（
飯
能
）

一
６
．国
体
山
岳
競
技

開
催
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
一
　

１０
月
３
と
８
日
　
島

７
．全
日
本
登
山
大
会
開
催
要
請
に

一　
　
　
　
事
務
局
長

・

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨一

＊
指

導

部

部
長
会
議
　
　
　
　
　
　
　
一　

ｌｏ
月
２
１
３
日

日
　
時
　
５７

・
９
・
２４

（
金
）
　

　̈
県
体
登
山
大
会
の
沢
登
り
が
、　
一
指
導
で
き
れ
ば
可
。
③
は
日
山
協

一　

埼
玉
岳

ｐ
ｍ
７

・
０〇
　
　
　
　
一
荒
沢
谷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
一
の
登
山
指
導
教
程
と
文
部
省
の
登

一
れ
る
人
数

場
　
所
　
田
中
理
事
長
宅
　
　
　
一　

参
加
者
は
１８
名
で
、
浦
和
渓
稜
、一
山
指
導
者
研
修
会
テ
キ
ス
ト
の
中

一
　

日
山
協

出
席
者
　
田
中
、
大
野
、
尾
熊
、　
一
ピ
オ
レ
、
秩
父
、
小
鹿
野
、
小
川
、一
か
ら
出
題
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
一
て
い
る
人

武
井
、
井
古
田
、
大
久
保
　
　
一
東
松
山
、
深
谷
、
川
越
ア
ル
パ
イ
．一　

今
ま
で
の
出
題
例
は
、
雪
洞
の
一
で
す
。
ヘ

議
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ン
、
毛
呂
山
と
い
っ
た
会
か
ら
参

一
長
所

・
短
所
、
雪
崩
の
種
類
と
お

¨
要
が
あ
わ
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＊
競
　
技
　
部
　
　
　
　
　
　
　
一
ル
ー
ト
を

一
挙
に
登
り
切
る
ス
ピ

埼
玉
岳
連
主
催
、
第
二
回
岩
登

一
―
ド
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
平
行
し

り
競
技
会
は
８
月
２２
日
秩
父

・
二

一
て
行
う
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

子
山

（
一
、　
一
五
六
メ
ー
ト
ル
）

一　
一胆
文
で
述

べ
た
よ
う
に
今
後
の

で
開
か
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
一
岩
登
り
競
技
会
は
、
日
山
協
の
レ

今
回
の
岩
登
り
競
技
会
は
日
山

¨
ベ
ル
に
少
し
で
も
近
づ
く
よ
う
、

協
の
レ
ベ
ル
に
少
し
て
も
近
づ
け

一
岳
連
の
皆
様
方
に
は
頑
張

っ
て
い

る
よ
う
、
５
級
プ
ラ
ス
の
ル
ー
ト

一
た
だ
き
た
い
。

を
選
定
し
行

っ
た
。　

　
　
　
　
　
一　
成
績
は
次
の
通
り

ル
ー
ト
は
下
部
ク
ラ
ッ
ク
、
上

一一　

１
位

。
長
島
睦
夫

（
熊
谷
岳
友

部
フ
ェ
ー
ス
の
約
３５
メ
ー
ト
ル
で

行
う
。
ル
ー
ト
セ
ッ
タ
ー
は
本
庄

一
△
ｏ
５
分
２３
秒
　
２
位

・
茂
木
明
夫

山
の
会
の
井
古
田
氏
と
深
谷
山
岳

一
（
本
庄
山
の
会
）
７
分
０５
秒
　
３

会
の
鹿
沼
氏
の
二
名
に
委
託
す
る
。
一
位

。
大
沢
靖

一
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

選
手
１２
名
は
第

一
回
の
試
登
後

一
器
山
岳
部
）
９
分
ｏ２
秒
　
４
位

・

競
技
を
行
う
。
結
果
は
完
登
者
が

一
関
金
正

（
ピ
オ
レ
山
岳
会
）
９
分

半
数
と
い
う
結
果
に
終
り
、
ま
だ

一
２７
秒
　
５
位

・
松
崎
清

（
深
谷
山

長
島
、
茂
木
両
選
手
は
８
月
２８

日
１
２９
日
、
奥
秩
父

・
小
川
山
周

辺
の
岩
場
で
開
か
れ
た
第
六
回
全

日
本
岩
登
り
競
技
会

へ
、
県
代
表

と
し
て
出
場
し
た
。

競
技
部
長

・
武
井
正
男

＊
道

対

部
・

例
年
の
通
り
、
今
年
も
１２
月
１２

日

（
日
）
、
浦
和
市
駒
場
競
技
場

で
、
冬
山
り
＝
ダ
ー
会
議
を
開
催

し
ま
す
。

‐２
月
の
第
２
日
曜
日
は
冬
山
リ

ー
ダ
ー
会
議
の
日
と
し
て
、
ょ
う

や
く
県
内
の
山
岳
団
体
に
浸
透
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
今
回
で
ち
ょ

う
ど
四
回
目
。
過
去
の
講
師
に
つ

い
て
ふ
り
返

っ
て
み
ま
す
と
、
去

年
の
松
永
敏
郎
先
生
、　
一
昨
年
の

石
岡
繁
雄
先
生
な
ど
、
登
山
界
で

御
活
躍
の
方
々
に
お
出
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
は
る
ば
る
と
名
古
屋

一

か
ら
愛
知
学
院
大
の
湯
浅
道
男
先

生
。
ご
承
知
の
通
り
、
先
生
は
今

回
の
日
山
協
の
チ
ョ
ゴ
リ
峰
登
山

隊
の
実
行
委
員
長
で
、
法
律
家
で

も
あ
り
ま
す
。

過
去
、
海
外
の
山
々
に
多
く
登

ら
れ
、
初
登
の
記
録
も
沢
山
持

っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

遭
対
も
、
冬
山
ば
か
り
で
な
く

夏
山
、
五
月
の
山
な
ど
、
リ
ー
ダ

ー
会
議
も
開
催
し
た
い
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。
ご
協
力
下
さ
い
。

今
回
も
、
田
中
理
事
長
か
ら
、

湯
浅
先
生
の
本
を
、
直
接
参
加
者

に
サ
イ
ン
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
す
“

遭
対
部
長

・
井
古
田
忠
男
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奄 曇
の 催

｀ ⌒
V

ご 準 来  ピ 12

参 備 年  オ 分
加 を 度  レ 13

を 進 よ 山 秒
お め り 岳
願 て

｀ 会 6

い お 女  V位

まま言 雰書
す す 部  19沢

☆
☆★

☆

☆

ぶ ★
☆  ☆

★
★

☆

☆  ☆

★ ★
★

☆

＊
自
然
保
護
対
策
部

昭
和

５７
年
度

一
斉
清
掃

ハ
イ
キ

ン

ド
グ

昭
和

５７
年
度
の
清
掃

ハ
イ
キ
ン

グ
を
、

９
月
１９
日
奥
武
蔵
高
原

・

山
村

コ
ー
ス
、
西
武
池
袋
線
武
蔵

横
手
駅
前
＝
啓
明
荘
＝
北
向
地
蔵

＝
日
和
田
山
＝
高
麗
駅
、
集
合
時

間
の
九
時
に
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
の
天
候
で
あ

っ
た
が
、
各
地
区

岳
連
よ
り
３０
数
名
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。

早
速
担
当
者
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

各
自
に
用
意
し
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

配
布
し
、　
ハ
イ
キ
ン
グ
が
始
ま
り

ま
し
た
。
出
発
し
て
ま
も
な
く
雨

が
降
り
は
じ
め
、
あ
い
に
く
の
天

候
で
あ

っ
た
が
、
啓
明
荘
に
て
休

憩
し
た
時
か
ら
雨
も
や
み
、
日
和

田
山
か
ら
高
麗
駅
ま
で
袋
に
ま
と

め
た
ゴ
ミ
を
コ
ー
ス
の
指
定
し
た

場
所
に
集
中
さ
せ
２
ｔ
車
に

一
台

程
集
ま
り
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
共
御
協
力
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

自
然
保
護
対
策
部
長

新
井
宏
司

奥
秩
父
の
自
然
を
守
る
た
め
に
も

ゴ

ミ
は
み
ん
な

で
持
ち
帰
ろ
う
／

お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す
／

日
山
協
の
副
会
長
を
さ
れ
て
お

ら
れ
た
、
高
橋
定
昌
氏

（
都
岳
連

顧
問
）
が
勲
四
等
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。あ

と

が

き

◇
各
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
恒

例
の
冬
山
リ
ー
ダ
ー
会
議
が
終
る

と
、
冬
山
合
宿

の
準
備
に

一
段
と

忙
し
く
な
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
準
備
に
は
万
全
を
期

し
、
素
晴
し
い
新
年
を
迎
え
て
下

さ
い
。

◇
来
年
度
は
、
ミ
ニ
国
体
を
は
ｔ

め
、
全
日
本
登
山
大
会
が
、
全
国

の
岳
人
を
迎
え
て
奥
秩
父
で
開
か

れ
ま
す
。
各
地
区
岳
連

の
協
力
な

く
し
て
、
成
功
は
あ
り
得
ま
せ
ん

皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
　

　

（
大
久
保
）


